
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴ活用 
■第１部  ●事例紹介：AIを活用した工場事例  ●データに基づいたものづくり 

●目的を考えたデータ収集と AIの活用 
 

生産管理研修 ご案内 

第１回 原価管理 原価計算と価格転嫁実践の基本 

第２回 ＩＴ活用 いまあるデータ活用から次世代 AI活用まで  

日  時 第１回 １１月１４日（木） 13:30～15:30 
    第２回 １１月２８日（木） 13:30～15:30 

会  場 北部産業創造センター 研修室 （ＪＲ綾部駅北口から徒歩１分） 
定  員 ２０名 （先着順／定員を超えた場合は京都府中丹以北の企業に勤務の方を優先します。） 

受 講 料 無 料 
主  催 (公財)京都産業２１ 

共  催 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室 

お問い合せ先・申し込み方法 ： (公財)京都産業２１ 北部支援センター 

TEL：０７７２―６９―３６７５  Email：ｈｏｋｕｂｕ＠ｋｉ２１．ｊｐ 

●下記 URL のフォームからお申込み下さい。 

https://www.ki21.jp/entries/view/index.php?id=416754    ●ＱＲコード 

●各回とも単独で受講できます。 ●申込み締切日は、各回とも研修日の２日前。 

 

 

第２回 

本研修は、中小企業を取り巻く現状を踏まえ、生産管理における「原価管理」と「IT活用」をテーマに実施します。 

 第１回「原価管理」は、原価計算の基本から、原価低減の着眼点、さらに価格転嫁に至る、経営判断にも関わる

原価管理についての講座を実施します。 

 第２回「IT活用」は、第１部で「次世代の工場を目指す企業の取り組み事例紹介」、「いまある会社のデータの活用

方法」について、第２部で「生産管理システムにおける AI活用の現状と将来性」についての講座を実施します。 

 

各 回 

単独で 
受講可能 

第１回 

平澤貴啓 氏  （株）京都みえる化デザイン研究所 代表取締役 

中小企業診断士、ITコーディネータ、統計士 

■2002年 オムロン株式会社 入社 
2018年 京都みえる化デザイン研究所 創業 

京都の製造業を中心に IT導入や生産性改善支援やセミナーを実施 

講 師 

大津敏彦 氏   合資会社アイメディア 代表 

          IT導入補助金支援事業者・幹事社 

■2002年にアイメディアを設立 
生産管理システムを自社開発、近年はシステムでの AI活用に注力 

講 師 

西村一弘 氏   京都府よろず支援拠点コーディネーター 

■電子部品企業で生産技術者として活動後、企画部門長や関係会社の経営 

責任者を歴任。産業支援機関で中小企業の生産現場改善、事業計画 

策定、新規事業展開など、多くの企業の課題解決を支援。 

講 師 

■第２部  ●生産管理システムとは  ●蓄積されるデータ  ●データの活用 
●AI活用の現状  ●AI活用の将来性 

原価管理 
●原価計算とは  ●原価の基本構成  ●原価計算の方法  ●原価改善の進め方 
●価格転嫁の実現に向けた交渉準備と交渉実践 


